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　本事業は、諸制度改正等に関連する多様なテーマに対応した講習会や専門家の派遣を行うことができ
ます。
例えば、
　□新型コロナウイルス感染症により影響を受けた組合等への経営改善等支援
　□消費税対策
　□働き方改革への対応
　□人材育成
　□生産性の向上
　□事業承継
　□特定地域づくり事業協同組合
　□その他の諸課題解決に向けた取り組み等
　無料で専門家が組合・会社の事務所に赴き、助言を行うこととしており、組合別講習会の開催もでき
ます。ご希望がある場合はお気軽にお問い合わせください。

実 施 期 間：～令和４年１月31日（月）
費　　   用：原則本会が負担します
開催テーマ ：諸制度改正等に関連した多様なテーマ（上記参照）

≪お問い合わせ先≫　　佐賀県中小企業団体中央会　総務部　TEL：0952-23-4598

令和３年度諸制度改正に伴う専門家派遣等事業のご案内

サガ・ライトファンタジー2021開催！

　毎年恒例となっているサガ・ライトファンタジーが今年も始まっています。
　サガ・ライトファンタジーは佐賀市のシンボルロードを中心に主要箇所のスポット電飾、沿線店舗に
よる自主電飾、街路樹電飾及び市民参加による電飾を行うことで、街（空間）の魅力を高め、街の楽し
さを実感してもらうことにより中心市街地の活性化を図る。（サガ・ライトファンタジー2021 HPより
抜粋）ということを目的に開催されており、佐賀市中央大通りを中心に佐賀の街が明るく彩られています。
　2022年1月10日（月祝）まで毎日17時〜24時まで点灯しています。
　皆様ぜひ足をお運びください。



「いとお時計店」では時
計の電池交換、サイズ調
整や修理、オーバーホー
ル（分解掃除）、メンテ
ナンスなどを行っていま
す。メガネも取り扱って
おり、店主の伊藤さんは佐賀県で唯一「オプトメトリ
スト（検眼士）」の資格を持つスペシャリスト。おしゃ
れなお店の内装もご自身が手掛けられたそうです。

商店街の
このお店 ＳＡＧＡしてみらんね 寄ってみらんね　ＳＡＧＡしてみらんね 寄ってみらんね　

「らんぶる台所家」

「いとお時計店」

「京もつ鍋ホルモン朱々　佐賀鳥栖店」

お店紹介

お店紹介

お店紹介

おすすめ商品

2021年1月オープン。京都の料理人の経験とこだわりが
作り上げた他に真似のできない味とサービスを提供され
ています。

おすすめメニューは？

おすすめメニューは？

住　所：鳥栖市本町1-970-4
ＴＥＬ：0942-83-9620
営業時間：9:30～19:00
定休日：不定休

住　所：鳥栖市本通筋町1丁目802番地17
ＴＥＬ：0942-85-9995
営業時間：17:00～24:00
定休日：毎週火曜日

今回は『鳥栖本通筋商店街』を取材しました。ご協力ありがとうございました。

平成12年のある日突然、
喫茶店がとんかつ専門店
に生まれ変わった「らんぶ
る台所家」。
豚肉は厳しい衛生管理下
で育てられた鹿児島県産。
卵やパン粉、キャベツも安
全でおいしいこだわり食材
を使用。

京都のお店で九州初上陸のお店
です。炭火焼ともつ鍋を両方楽
しめます。ぜひお越しください。

（佐賀鳥栖店　店長　原田さん）

住 所：鳥栖市本通町1-810-26
ＴＥＬ：0942-83-5148
営業時間：ランチタイム（火～土）11:00～15:00(L.O.14:30)

ディナータイム　17:00～20:00（L.O.19:00）
テイクアウト　10:00～19:00

定休日：月曜日

BROS JAPAN は、2001年に世
界最古の眼鏡メーカーであるア
メリカンオプティカル（AO）の
日本の総代理店として創業。老若
問わず人気のコレクションです。

ひれかつサンド

もつ鍋

炭火焼

「BJ CLASSIC COLLECTION」（BROS JAPAN）

ロースかつ膳・おろしかつ膳

ふわっとしたパンに柔らかいお肉と
衣に浸みたソースが最高。冷めても
美味しいです。サガン鳥栖の試合観戦や試験前の差し入れ
にもぴったりです。（テイクアウトも可）

甘辛さの絶妙の白味噌を
ベースにした京もつ鍋。
一度食べたらやみつきになる
こと間違いなし！

ホルモンはもちろん、柔らか
い上タンやハラミも人気です。

サクサクッとして粗めの衣で
お肉もジューシー。

「安心・安全で、もちろん美
味しい」を追求したお店で
す。ぜひお越しください。

（（有）らんぶる 代表取締役 小谷さん）

時計や眼鏡でお困りごとがあ
ればお気軽にご来店・ご相談
ください。

（眼鏡時計いとお 代表 伊藤さん）
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0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％ 70.0％

■佐賀県　■前年度

労働力不足（量の不足）

人材不足（質の不足）

労働力の過剰

人件費の増大

販売不振・受注の減少

製品開発力・販売力の不足

同業他社との競争激化

原材料・仕入品の高騰

製品価格（販売価格）の下落

納期・単価等の取引条件の厳しさ

金融・資金繰り難

環境規制の強化

28.1％
31.1％

　　　　 44.7％
42.1％

1.4％
1.1％

19.3％
15.5％

53.1％
46.0％

11.4％
11.0％

19.9％
16.1％

　　　　　　　　　　　　　　　18.0％
35.3％

5.4％
4.5％

10.4％
9.0％

13.4％
11.9％

4.9％
4.2％

特 集
　中央会では、中小企業における労働事情を的確に把握し適正な労働対策を樹立することを目的として、毎
年7月1日を調査時点として全国一斉に「中小企業労働事情実態調査」を実施しています｡
　本年度も会員組合等のご協力を得て調査を実施し､ その集計結果を下記のとおり取りまとめましたので、
その一部を掲載します
　なお、詳細につきましては、本会WEBサイト（https://www.aile.or.jp/）をご覧ください。
　（注:各表の数値は端数処理の関係で､ 合計が100％にならない場合があります｡）

１．経営について
　　▶１年前と比べた経営状況

　「良い」は前年度の7.3％より7.8
ポイント上昇して15.1％、「悪い」は
45.1％で前年度の65.2％より20.1
ポイント減少した。

　　▶主要事業の今後の方針
　「現状維持」が61.8％、「強化拡大」
は31.7％､「縮小」は5.9％となって
おり、「強化拡大」は、前年度よりも
2.9ポイント高くなっている。

　　▶経営上の障害
　「販売不振・受注の減少」が
46.0％、次いで「人材不足（質
の不足）」42.1％、「原材料・仕
入品の高騰」35.3％、「労働力不
足（量の不足）」31.1％と続いて
いる。特に「原材料・仕入品の
高騰」は、前年度（18.0％）よ
り17.3ポイント高くなっている。

佐賀県の労働事情

[規模別回答状況]
規模 

全　国 

佐賀県　計 

製造業 

非製造業 

１～９人 10～29人 30～99人 100～300人

9,511

47.0%

152

42.3%

68

40.2%

84

44.2%

6,320

31.2%

122

34.0%

59

34.9%

63

33.2%

3,722

18.4%

61

17.0%

27

16.0%

34

17.9%

702

3.5%

24

6.7%

15

8.9%

9

4.7%

20,255

100.1%

359

100.0%

169

100.0%

190

100.0%

合計 調査対象
事業所

有効回答
事業所 回答率

[回答状況]
  

全業種 

製造業 

非製造業

601

311

290

359

169

190

59.7%

54.3%

65.5%

（上段 ： 事業所数）

■良い　
■変わらない　
■悪い

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

佐賀県

前年度

前々年度

15.1％

7.3％

13.8％

39.8％

27.5％

52.4％ 33.8％

65.2％

45.1％

■佐賀県　
■前年度

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％ 70.0％ 80.0％

60.3％
61.8％

0.6％
0.5％

1.1％

強化拡大

現状維持

縮小

廃止

その他

28.8％
31.7％

9.2％
5.9％
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３．従業員の有給休暇について
　平均付与日数は、「15～20日未
満」48.0％、次いで「10～15日未
満」が19.0％、「20～25日未満」が
17.0％と続いており、平均付与日数
は15.56日で前年度より0.7日多く
なった。
　平均取得日数は、「5～10日未満」
57.3％、次いで「10～15日未満」
23.3％、「5日未満」8.7％と続く。平均取得日数は8.36日で、前年度と比較し0.1日の増加に
止まった。
　年次有給休暇平均取得日数8.36日を平均付与日数15.56日で除した取得率は53.7％で、前
年度（平均付与日数14.86日、平均取得日数8.26日、取得率55.6％）より1.9ポイント低下した。

２．従業員の労働時間について
　　▶週所定労働時間

　「40時間」が47.6％、次いで「38時間超40
時間未満」25.8％、「38時間以下」16.4％と
なっており、法定労働時間の「40時間」以下
は89.8％で、「全国」と比べて1.8ポイント低
くなった。

　　▶月平均残業時間
　「0時間」37.6％、次いで「10時間未満」
23.4％、「10～20時間未満」21.1％と続いて
おり、平均残業時間は9.51時間で前年度より
1.4時間減っている。

　　▶経営上の強み
　「技術力・製品開発力」
が27.7％で最も多く、次
いで「顧客への納品・サー
ビスの速さ」24.5％、「製
品・サービスの独自性」
22.2％と続いている。

0.0％ 10.0％5.0％ 20.0％15.0％ 25.0％ 30.0％

22.2％

27.7％

14.3％

8.2％

12.8％

19.2％

24.5％

14.6％

12.0％

15.2％

20.1％

21.0％組織の機動力・柔軟性

商品・サービスの質の高さ

優秀な仕入先・外注先

財務体質の強さ・資金調達力

企業・製品のブランド力

顧客への納品・サービスの速さ

製品の品質・精度の高さ

製品・サービスの企画力・提案力

営業力・マーケティング力

生産技術・生産管理能力

技術力・製品開発力

製品・サービスの独自性

■38時間以下

■38時間超
　40時間未満

■40時間

■40時間超
　44時間以下

10.2％
16.4％

25.8％
47.6％

■0時間

■10時間未満

■10～20時間未満

■20～30時間未満

■30～50時間未満

■50時間以上

37.6％

23.4％

21.1％

10.8％

5.1％ 2.0％

0.00 2.00

15.56

15.56

14.86

8.40

8.36

8.26

4.00 6.00 8.00 10.00 12.00 14.00 16.00 18.00

全国

佐賀県

前年度

■平均取得日数　■平均付与日数
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高校卒
専門学校卒
短大（含高専）
大学卒
合計

1,661
507
169
774
3,111

4,081
923
244
1,858
7,106

3,027
793
218
1,498
5,536

74.2
85.9
89.3
80.6
77.9

1.82
1.56
1.29
1.94
1.78

398
132
89
557
1,176

709
181
120
1,237
2,247

622
169
113
1,072
1,976

87.7
93.4
94.2
86.7
87.9

1.56
1.28
1.27
1.92
1.68

技術系 事務系

平
均
採
用
人
数

充

足

率

採
用
実
績
人
数

採
用
計
画
人
数

事

業

所

数

平
均
採
用
人
数

充

足

率

採
用
実
績
人
数

採
用
計
画
人
数

事

業

所

数

高校卒
専門学校卒
短大（含高専）
大学卒
合計

24
8

6
38

58
14

19
91

43
13

11
67

74.1
92.9

57.9
73.6

1.79
1.63

1.83
1.76

7
1
1
6
15

24
1
1
20
46

22
1
1
16
40

91.7
100.0
100.0
80.0
87.0

3.14
1.00
1.00
2.67
2.67

技術系 事務系

平
均
採
用
人
数

充

足

率

採
用
実
績
人
数

採
用
計
画
人
数

事

業

所

数

平
均
採
用
人
数

充

足

率

採
用
実
績
人
数

採
用
計
画
人
数

事

業

所

数

４．新規学卒者の採用について
　　▶令和３年３月の新規学卒者の採用の有無

　採用（または採用計画）が「あった」が
17.6％、「なかった」は82.4％だった。
　「全国」では「あった」が19.3％であり、「佐
賀県」の方が1.7ポイント低くなっている。

あった なかった

19.3%

20.4%

17.6%

18.0%

80.7%

79.6%

82.4%

82.0%

全　国

　　前年度

佐賀県

　　前年度

▶令和３年３月の新規学卒者の採用充足状況
　「全国」の回答をみると、「高校卒」では「技術系」　74.2％、「事務系」87.7％、「専門学校卒」
では「技術系」85.9％、「事務系」93.4％、短大（含高専）では「技術系」89.3％、「事務系」が
94.2％、「大学卒」では「技術系」80.6％、「事務系」が86.7％であった。全体では、「技術系」
の充足率が77.9％、「事務系」が87.9％であり、「技術系」に比べて「事務系」の充足率が高くなっ
ている。
　一方、「佐賀県」では、「高校卒」の「技術系」では74.1％、「事務系」では91.7％、「専門学校卒」
の「技術系」では92.9％、「事務系」では100.0％、短大（含高専）では「事務系」が100.0％、「大
学卒」では「技術系」が57.9％、「事務系」が80.0％であった。全体では、「技術系」の充足率
が73.6％、「事務系」が87.0％であり、「全国」同様「事務系」の充足率が高くなっているが、中
でも「大学卒・技術系」の充足率が「全国」と比べて22.7ポイント低く、「大学卒・技術系」の
人材確保に苦戦していることが伺える。

①新規学卒者の採用充足状況（全国）

②新規学卒者の採用充足状況（佐賀県）
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５．新型コロナウイルスの影響について
　　▶経営への影響

　「売上高の減少」61.5％、次
いで「取引先・顧客からの受注
減少」53.9％、「営業活動の縮
小」30.3％と続いており、この
傾向は前年度と変わりない。一
方、「特に影響はない」と答え
たのは、16.0％だった。

　　▶従業員の労働環境の整備について
　「特に整備していない」が
65.6％（前年度59.9％）と最
も多くなっている。実施した労
働環境整備として最も多かった
のは「時短勤務の導入」13.2％
（前年度19.0％）であった。

　　▶賃金改定の内容
　「引上げた」、「７月以降引上げる予
定」と回答した事業所に対して「賃
金改定の内容」についてたずねたと
ころ、「定期昇給」の割合が最も高く
54.9％、次いで「基本給の引上げ（定
期昇給制度のない事業所）」39.9％、「臨
時給与（夏季・年末賞与など）の引上げ」
13.7％、「諸手当の改定」11.1％、「ベー
スアップ」10.5％となっている。

６．賃金改定について
　　（1）賃金改定実施状況

　「引上げた」36.4％と「７月以降引上げる
予定」11.2％を合わせると47.6％、「今年は
実施しない（凍結）」は26.4％だった。

■引上げた
■引下げた
■今年は実施しない（凍結）
■7月以降引上げる予定
■7月以降引下げる予定
■未定

25.5％

11.2％

36.4％

0.3％

0.3％

26.4％

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％ 80.0％70.0％

■佐賀県　■前年度

労働力の不足

労働力の過剰

資材・部品・商品等の調達・仕入難

売上高の減少

取引先・顧客からの受注減少

営業活動等の縮小

運転資金等の資金繰り難

休業の実施

受注や売上高が増加した

特に影響はない

その他

3.5％
8.1％

9.4％
9.0％

14.7％
13.2％

74.1％
61.5％

58.0％
53.9％

38.5％
30.3％

25.7％
16.9％

28.9％
22.5％

1.6％
3.7％

10.7％
16.0％

1.6％
2.5％

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％ 70.0％

■全国　■佐賀県

テレワークの導入

時差出勤の導入

時短勤務の導入

臨時手当等の支給

就業規則の見直し

特に整備していない

その他

8.2％
11.2％

7.4％
8.4％

13.2％
11.0％

5.3％
3.9％

2.9％
6.9％

65.6％
63.3％

7.9％
7.4％

54.9%

10.5%

39.9%

11.1%

13.7%

10.0％0.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％

定期昇給

ベースアップ

基本給の引上げ

諸手当の改定

臨時給与の引上げ

■佐賀県

　お忙しい中、本調査にご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。
　本調査は毎年実施しております。来年度の調査も引き続きご協力くださいますようお願いいた
します。
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　去る11月4日（木）、組合ならび
に業界の景況状況等に関する毎月の
報告をいただくために、県内36組
合の事務局代表者等に委嘱した「情
報連絡員」の皆様にご参集いただき、
佐賀市松原「佐嘉神社記念館」にお
いて、令和３年度第１回目の中小企
業団体情報連絡員会議を開催いたし
ました。

　第１回情報連絡員会議では、組合員への情報提供として、夏に実施した令和３年度中小企業労
働事情実態調査の結果（本誌P2～P5掲載）について担当の労働部 部長の栗山より説明を行いま
した。 　　
　続いて、各連絡員の皆様から上半期の組合・業界の景況状況と、組合としての対応策等につい
てご報告いただきました。報告では、「昨年度に引き続きコロナウイルスの影響により売上の減少
が続いている」という意見が多く挙がっていたのに加え、「原材料の高騰により経営状況は厳しく
なっている」、「巣ごもり需要による売上増加を見込んでいたが、他業種の進出により思ったほど売
上が増加しなかった」といった意見も挙がっていました。
　全体的な傾向としては、コロナウイルスによる影響と後継者不足により廃業を選択した事業者
はあるものの、昨年度と比較すると若干回復の兆しも見え、下半期に期待したいという前向きな
意見が多くみられました。
　会議の最後には事務局から「バーチャルオンリー総会の開催」について情報提供を行いました。
バーチャルオンリー総会とは、法律の改正に伴い、定款変更を行うことで、現地開催型（従来方式）、
バーチャルオンリー開催、ハイブリッド開催（現地とバーチャルのどちらでも参加可能）の３種
類の総会を行うことが可能になりました。
※注意点がございますので詳しくは担当職員までお問い合わせください。

　中小企業団体情報連絡員制度は、県内各業界からの生の声をそのまま全国中央会や行政等に届
けることで、国・県等の中小企業施策の強化の必要性に関する大きな根拠となるデータとして活
用されています。また、年に２回開催している情報連絡員会議等の機会を捉え、異業種同士の情
報交換等を行う事で、「新しい連携」のアイデアを生み出す母体として活用していただく事も想定
しております。情報連絡員の皆様におかれましては引き続き、本事業へのご協力をよろしくお願
いいたします。

令和3年度 第1回情報連絡員会議開催
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　 =良い（DI>30%）、　 =やや良い（30%≧DI>10%)、　 =変わらない（10%≧DI>−10%)
　 =やや悪い（−10%≧DI>−30%)、　 =悪い(DI≦−30%)

景況NEWS
令和３年9～10月分

　中央会では、県内３６業界より情報連絡員を委嘱し、毎月その業界の景況等についてご報告を頂
いております。
　ご報告頂いた令和３年９～10月分の景況は下記の傾向を示しています。
　なお、全国中央会が取りまとめている全国の調査結果をご希望の方は本会までご連絡下さい。
全国中央会ホームページ（https://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx）からもご覧いただけます。

９月、10月の傾向

佐賀県内中小企業36業界の景況

　今期（9-10月期）の景況調査結果について＜前月比＞DI（全業種）でみると、8月に入って急増した新型コロナウイルス

陽性者数が9月中旬から減少に転じたことも影響したのか、主要指標「売上高」は、9月プラス8.5、10月プラス16.7と改

善した。「収益状況」は、9月はマイナス5.7となり、8月のマイナス47.1から改善したが、10月はマイナス22.3と、16.6ポ

イント悪化した。情報連絡員の多くが、業況変化の要因について原材料や燃料費の高騰など経営コストの上昇を挙げている。

　一方、＜前年同月比＞DI（全業種）をみると、「売上高」については、9月はマイナス8.6で、8月のマイナス2.9より5.7ポ

イント悪化したが、10月は0.0となり、8.6ポイント改善した。「収益状況」については、9月はマイナス11.4で、8月のマイ

ナス14.7より3.3ポイント改善したが、10月にはマイナス16.7ポイントと5.3ポイント悪化した。「業界の景況」については、

9月はマイナス25.8、10月はマイナス16.7で、若干改善は見たものの、相変わらず低調に推移している。（グラフ参照）

前　　月　　比 前 年 同 月 比

→ → → DI 評価 → → → DI 評価
売上高

[DI]=[増加]−[減少]
37.1% 34.3% 28.6% 8.5% 34.3% 22.8% 42.9% −8.6%
36.1% 44.5% 19.4% 16.7% 33.3% 33.4% 33.3% 0.0%

在庫数量
[DI]=[減少]−[増加]

20.8% 66.7% 12.5% −8.3% 33.3% 58.4% 8.3% −25.0%
4.0% 92.0% 4.0% 0.0% 24.0% 68.0% 8.0% −16.0%

販売価格
[DI]=[上昇]−[低下]

8.6% 80.0% 11.4% −2.8% 22.9% 60.0% 17.1% 5.8%
13.9% 77.8% 8.3% 5.6% 16.7% 75.0% 8.3% 8.4%

取引条件
[DI]=[好転]−[悪化]

5.7% 85.7% 8.6% −2.9% 5.7% 82.9% 11.4% −5.7%
2.8% 91.6% 5.6% −2.8% 2.8% 86.1% 11.1% −8.3%

収益状況
[DI]=[好転]−[悪化]

20.0% 54.3% 25.7% −5.7% 20.0% 48.6% 31.4% −11.4%
8.3% 61.1% 30.6% −22.3% 19.4% 44.5% 36.1% −16.7%

資金繰り
[DI]=[好転]−[悪化]

11.4% 71.5% 17.1% −5.7% 14.3% 65.7% 20.0% −5.7%
5.6% 72.2% 22.2% −16.6% 5.6% 69.4% 25.0% −19.4%

設備操業度
[DI]=[上昇]−[低下]

14.3% 78.6% 7.1% 7.2% 42.9% 50.0% 7.1% 35.8%
20.0% 60.0% 20.0% 0.0% 13.3% 53.4% 33.3% −20.0%

雇用人員
[DI]=[増加]−[減少]

2.9% 91.4% 5.7% −2.8% 5.7% 82.9% 11.4% −5.7%
2.8% 91.6% 5.6% −2.8% 2.8% 83.3% 13.9% −11.1%

業界の景況
[DI]=[好転]−[悪化]

5.7% 68.6% 25.7% −20.0% 17.1% 40.0% 42.9% −25.8%
11.1% 63.9% 25.0% −13.9% 11.1% 61.1% 27.8% −16.7%

●DI［景気動向指数］値（全業種）� 上段が9月分、下段が10月分

（調査票取りまとめ：令和3年11月15日　情報連絡員総数36名：9月回答数35名：回答率97.2％、10月回答数36名、回答率100.0％）
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■��佐賀県菓子工業組合　理事長　中原正博　氏
　���　コロナ禍の中、暑さも続き、本来の菓子の需要には中々もどっ

てきていない。土産品関係の需要は販売する地域や店によって
は回復傾向にあるが温度差があり全体的にまだ弱い。家庭内で消
費する菓子は今までは幾分か堅調であったが需要は落ちている。
ジャンルや商品において需要が変化しているが全体的には弱い前
年並みの状況であった。また原材料関係は価格が高騰してきてい
るので、経営環境は厳しさが増している。（9月）　�

　�　菓子の需要期に入り、コロナウイルスの感染も減少したので、
徐々に菓子の需要が戻り始めた。全体として土産品関係も通常家
庭内で消費する菓子も、徐々に上向きになってきている。原材料
関係については、価格の高騰や経費等を含む経営コストが上昇し
てきているので、経営環境は厳しさが増している状況だ。（10月）�

■佐賀県酒造協同組合　事務局長　山﨑みち子　氏
　��　8月に引き続き厳しい状況が続いておりますが、10/1より緊急

事態宣言が解除され、佐賀県としてもPR事業等イベントの開催や、
GI佐賀認定のお酒の出荷も始まりますので、県産酒の売り上げが
上向きになる事を期待しております。（9月）　

　�　全国的な緊急事態宣言が解除へ向けての動きがあり、多少県内
外からの注文は入り始めている。佐賀県としてもGI佐賀のお披露
目や、10/1全国一斉乾杯などイベントも始まり期待していると
ころですが、まだ前月や前年度との対比として、上向きに好転し
ているといえるほどの影響までは出ていません。来月に期待して
おります。（10月）

■佐賀県漬物工業協同組合　理事長　川原啓秀　氏
　��　コロナ感染者数が減り今月後半より動きが活発化してきたが、

今後第6波が襲ってくるのか、まだまだ楽観視できない状況では
ある。一般消費者向けの小売店やネット販売は好調だが、業務用
需要の動きはまだ本格的に回復傾向とは言えない。

　�　コロナによる輸入の物流コストや燃料費の高騰により様々な資
材原料の値上げ要請が来ており、この資材高騰の部分をそのタイ
ミングで製品価格に転嫁すべきか、各社判断に苦しむ状況である。

（10月）

■嬉野茶商工業協同組合　理事長　中山明則　氏
　�　今月もかなり厳しい月です。例年お茶が売れない月ですが今年

は先が思うように見えず、各産地の状況がわからないので10月か
らの各産地の見本市に期待しております。（9月）

　�　去年はコロナの助成金、補助金などで在庫が少なくなっており
ましたが、本年度はまだ売り上げ低迷が続いております。特に中
級から上級品の需要が低迷しており、進物品の動きが悪くなって
おります。また、固定費の増加が続いており、利益を圧迫しない
か心配しております。（10月）

■諸富家具振興協同組合　副理事長　平田尚二　氏
　��　オリンピックも終わり、８月末のコロナ感染者数がピークだっ

たのか。日々の感染者数減がせめてもの安心材料なのか。また、
第６波が襲ってくるのか。まだまだ、楽観視できない状況ではあ
るが、家具業界の状況は二極化しているような感も伺える。

　�　コロナによる輸入の物流コストや海外の生産拠点のロックダウ
ンなどで、輸入商材の供給にトラブルが生じ、逆に国内メーカー
に発注が来たりと、イレギュラーな受注が見られた。ウッドショッ
クによる資材高騰に関して、今度はメタルショックなる金属部材
の高騰が起こり、それに乗っかるように様々な資材の値上げ要請
が来ている。注文は入るが、同時に資材も上がる状況で収益をい
かに上げるか。また、この資材高騰の部分をどのタイミングで製
品価格に転嫁すべきか、各社判断に苦しむ状況である。（9月）

　�　コロナ感染症による緊急事態宣言も緩和され、人の動きが徐々
に戻りつつある中、早い段階での日常が戻る事を願うばかりであ
る。１０月の状況は、消費がコロナ前あたりまでには戻りつつある
のではないかと判断する。ただ、先月もそうであったが、材料や
輸送などの混乱でコストを圧迫している状況や、売上の悪化に起
因する問題として海外からの商品調達が滞っている状況が挙げら
れる。消費は着実に戻っているので、業界の景況感がさらに好転
する事を願う。（10月）

■�佐賀県印刷工業組合　理事長　真崎俊夫　氏
�　�　８月同様で前年同月比では10%程度の回復がみられる。しかし、

広告印刷物は集客の抑制により、まだまだ回復が見えていない。
緊急事態宣言の解除により、様々な経済対策の効果に期待したい。
DX社会に向けたデジタル化によるコンテンツ作りが印刷業界の

< 業 界 通 信 >
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景気回復に大きく影響していくだろう。対策を各社でしっかり取
組む事が重要だ。（9月）

　�　佐賀市議会、市長選挙や衆議院議員選挙により、一部佐賀市内
の組合員企業はポスターチラシ等の受注が伸びたようだ。コロナ
ワクチン接種３回目の委託業務の受注も一部の組合員企業のみの
特需だった。

　�　商業印刷のチラシ等はまだ回復に至っていない。伝票印刷等の
事務用印刷物も同様だった。従来業態の印刷物のみでの受注は今
後も伸び悩むだろう。（10月）

■佐賀県陶磁器工業協同組合　総務課長　梅﨑泰志　氏
　���　業務用食器市場ではコロナの影響がまだまだ続いており、９月

においても回復傾向は見られない。生地や釉薬等の事業所からの
受注数が多くなってきていると報告があっているので、今後の動
向を注視したい。また、このような状況で最低賃金が引き上げら
れたことにより、組合員窯元の雇用にどのような影響が出るかあ
わせて注視していく必要がある。（9月）　

　�　緊急事態宣言の解除により、営業に出られる方が増えたように
感じる（当組合で取り扱っているフェリー券の発行が増えている）。

　�　共販事業の取扱高から見ても、前々年比50％前後で推移してい
たものが若干復調した。

　�　しかしながら取扱商品の内容を見る限り、業務用食器市場だけ
で回復しているものではないようなので、これまで同様に一般向
けEC関連や海外市場を意識した商品開発が進められるよう、組合
としても石膏型の切削等で協力して取り組んでいきたい。（10月）

■肥前陶土工業協同組合　事務局長　一ノ瀬秀治　氏
　���　９月の陶土共同販売高は、対前年同月比123.0%、対前月比

113.8%、対前々年同月比93.6%、対前年度上半期比130.6%、
対前々年度上半期比91.4%で推移。

　�　緊急事態宣言の発令により、かなりの影響が出るのではと危惧
していたとおりに動きはあまり良くない印象だったのですが、思
いの外数字は良好だったように思う。

　�　今後は制限も緩和され、徐々に回復傾向の動きになるものと思
われ、動きが活発になってくる事を期待している。（9月）　

　�　10月の陶土共同販売高は、対前年同月比101.0％、対前月比
101.1％、対前々年同月比91.9%、対前年同期（4月～10月）比
125.2％、対前々年同期（4月～10月）比91.5％で推移。動き出
すのかなという感じはあるものの、今のところ陶土の需要の方に
までは結びついてきていないのが現状のように思います。多方面
からの価格改定の話も聞こえ始めているなか、原材料の価格改定
の話もそろそろ出始めるのではないかと思われ、今後の動きを注
視していきたい。（10月）

■佐賀大和工業団地協同組合　事務局長　中村耕三　氏
　�　当団地は、金属加工、機械部品製造、印刷業の企業が主であるが、

売上は、前月比、前年同月比とも増加に転じ、収益状況も前月比、
前年同月比とも好転の割合が多かった。設備操業度も上昇してき
た。

　�　当団地の共同受電（19社中17社が利用）電力使用量合計の推
移は、上記の設備操業度も上昇したように、前年同月比が７月
110%、8月100%、9月は120%と大きく増加した。また、コロ
ナ禍前の２年前の同月比については、７月90%、８月96%から、
９月は102%まで増加し、戻ってきた。（9月）

　�　収益面は前年同月比で売上の増加が少ない割には好転したの
で、引き続き継続できるか課題である。金属加工の企業では、10
月から受注の引き合いに手応えが出てきたとのコメントもあった。

　�　当団地での共同受電（19社中17社が利用）電力使用量合計の
推移は、前年同月比が8月100％、9月120％で推移したが、10
月も113％と増加を継続した。また、コロナ禍前の2年前の同
月比については、8月96％、9月102％で推移したが、10月は
113％と前年同月比と同じ増加率となった。（10月）

■唐津鉄工団地協同組合　事務局長　渡邉浩布弥　氏
　�　鋼材販売においては、仕入価格、販売価格のみ上昇。利益等は

不変。鉄筋関係は、公共事業により収益、資金繰りは上昇してい
るが、業界全体では悪化している。木型は今後原材料（木材）価
格の上昇の恐れあり。全体的に見れば不変ではあるが景況として
は悪化している。（9月）

　�　組合全体としては前年比、前月比で不変ではあるが、いわゆる
町の鉄工所（鍛冶屋）では売上、資金繰りが悪化し、大型装置部
品の製缶加工等では売上の増加が見られる。

　�　また、鋼材関係ではメーカー主導の大幅な値上げが継続し、市
況は上伸基調。スクラップ価格も上伸基調となってきた。（10月）

■協同組合戸上会　専務理事　牟田秀敏　氏
　��　全業種共に原材料の高騰により利益が大幅に減少している。値

上げが出来たお客様もあるが、他は現状維持のところが多いよう
である。（9月）

　�　全業種に共通して、原材料、燃料の高騰による利益の減少が続
いている。（10月）

■肥前陶磁器商工協同組合　専務理事　藤　雅友　氏
　�　８月は厳しい中に於いても前々年対比数字が99.3%と緩やかで

あるが回復気味であったので９月の数字に期待したのですが、や
はり主要な地域の緊急事態宣言の影響もあってか前々年対比で見
れば72.91%。まだまだ回復までには至っていない状況である。
今後、感染縮小に伴い経済活動の段階的な再開が進み、景況感が
上向いてくることに期待したい。（9月）

　�　10月は、前年比22.96％増だが、コロナ禍前の前々年比では
22.35％減となった。先月比では16.66％の増となり、緩やかで
はあるが組合員の中には注文の動きがみられるところも出てきて
いる。原材料高騰の影響は懸念されるところではありますが、11
月以降、緊急事態宣言が解除されたことにより年末需要に向け共
販取引数字に期待したい。（10月）

■佐賀青果食品協同組合　理事長　眞﨑喜隆　氏	
　��　９月に入り始めは、先月の続きでコロナの陽性者が非常に多

かった。青果物については、相変わらず果物は高値での推移で、
高値安定となっている。野菜については、葉物野菜と巻野菜（白
菜、レタス、キャベツなど）が高値続きで青果業者にとっては大
変厳しい９月であり、やっと終盤になって葉物野菜などは少し安
くなってきた。巻野菜は変わらずの高値である。

　�　月末になってやっとコロナの陽性者も減少してきた。青果物の
安値安定と第六波が来ないように願っている。（9月）

　�　10月に入り、コロナも落ち着いてきたが油断は禁物である（全
員で頑張って行きたい）。青菜物は出荷量も安定し始めて、価格
的にも全般的に少し安くなってきたように思う。果物は不作の為
か、量が少なくて少し高値だが、価格安定である。

　�　コロナ禍の中で、ハサップの義務化や青果物販売の届け出（保
健所）、インボイス登録（業者番号：税務署に登録）をしなけれ
ばならない。登録しなければ、商いに色んな支障があるなど、コ
ロナ禍の中、厳しい時期に大変な事である。

　　コロナも今の状態で、第6波が来ないように願うばかりである。
　（10月）
�
■協同組合ショッパーズかんざき（鮮魚）　理事　坂田重利　氏
　�　天候異変、特に海水温度が高く、今が旬のサンマ、秋鮭が不漁、

入荷量も少なく高値、販売に影響有り。コロナ禍でイベント、運
動会等が中止で売上減少。（9月）

　�　今月は気温が高かった為、鍋物材料の動きが鈍かった。本年は
有明産のガザミ（カニの一種）が豊漁で、価格が安定し販売しや
すかった。来月は生かきシーズンに入り、広島産入荷に期待した
い。（10月）

■佐賀県石油商業組合　専務理事　光武　繁　氏
　�　コロナ禍と天候不順のダブルパンチで、ガソリン販売量が前年

比10%以上減少。さらに米国のハリケーン被害甚大で需給逼迫し、
原油相場が大幅上昇に転じ仕入値上昇も県内市場動かず、収益も
減少。（9月）

　・�原油大幅上昇：世界的に経済の動きが回復する中、エネルギー
需要が増加。天然ガス等が需要拡大で価格高騰も原油市場に波
及。

　・�10月だけで原油が10ドル/バーレル超えで83ドル、円建てで
約10円/ℓ上昇。平成26年11月以来7年ぶりの高値。

　・�仕入価格の急速な上昇にガソリン等の販売価格が追いつかず、
粗利がんがん減少中。（10月）

■唐人町商店街振興組合　事務局　宮﨑知幸　氏
　��　コロナ禍も落ち着きを見せ始め、少しずつではあるが客足が戻

りつつある。（10月）

■鳥栖本通筋商店街振興組合　理事長　緒方俊之　氏
　��　特に変化なし。10月に商店街のイベントを計画している（ショッ

ピングスタンプラリー、子ども達向けのゲーム、ステージイベン
トなど）。（9月）　

　�　10月末にイベント開催。たくさんの人が来場し、とても盛り上
がった。コロナが落ち着いてきて、明るい兆しが見えてきたよう
な雰囲気。（10月）

■伊万里駅通商店街振興組合　副理事長　本岡一蔵　氏
　��　昨年の9月は大型台風が2個もこのあたりに上陸し、住宅や建築

物に被害があり、ブルーシートや屋根材等の売上が上がりました
が、今年は台風被害がまったくなく、昨年より売上は20%以上下
がっています。建築資材の値上がりがまだまだ続きそうで、先行
きが不透明です。（9月）

　�　今年度は台風被害もなく、売上は昨年より減少しています。コ
ロナ禍による資材の値上げ、納期遅れは続いており、多少なりと
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も売上に影響を与えていると考えられます。資材の値上げ及び納
期遅れが落ち着くまでは、建築等もあまり良くないと思います。

（10月）

■佐賀県自動車整備商工組合　専務理事　保利昌宏　氏
　�　国土交通省は9月1日から10月31日までの2ヶ月の期間を「自

動車点検整備推進強化月間」として定め、自動車ユーザーによる
保守管理の徹底を強力に推進するため、全国的に展開している。

�　�　当組合も、県下一斉に「マイカー無料点検デー」等を展開し、ユー
ザーに点検入庫を促進している。

　�　また、昨年まで青年部を中心に「道の駅 大和そよ風館」におい
て、無料点検の呼びかけや地元ラジオで点検の模様を生放送して
いたが、今回はコロナ禍によりイベントは中止とし、地元ラジオ
番組にスタジオ出演し、広く点検整備の必要性を伝えている。

　（9月）
　�　九州沖縄地区の登録自動車と軽自動車を合わせた2021年度上

半期（4月～9月）の新車販売台数は、前年同期比0.6％減の24万
57台となり、2年連続で前年割れした。6月までプラス基調にあっ
た新車市場だが、半導体不足などの影響により上期として微減と
なった。今後も部品不足による供給量の減少が続く見通しで、市
場回復には時間がかかりそうだ。

　�　登録自動車は、前年同期比0.2％増の13万3404台となり、微
増ながら2年ぶりに前年越えした。軽自動車は、前年同期比1.6％
減の10万6653台となり、2年連続で前年割れした。

　�　なお、佐賀県では、登録自動車が前年同期比1.5％増の7299台、
軽自動車も前年同期比1.5％増の7659台で、微増ながら前年越え
となった。また、新車販売に占める軽の構成比では51.2％と５割
を超えている。（10月）

■佐賀県クリーニング生活衛生同業組合　理事長　坂本豊美　氏
　�　集配しても空回りが多いです。（9月）
　�　6月～10月までに2店舗の組合員の脱会、10月より1店舗の加

入がありました。（10月）

■佐賀県美容業生活衛生同業組合　事務局長　石丸忠良　氏
　�　今月の新型コロナウイルス感染症の発生は、上旬は多かったこ

とや、8月21日～９月12日まで「まん延防止等重点措置」が発令
されたにも拘らず、中旬以降急激な減少傾向がみられた。このた
め、客足の回復傾向の兆しがうかがわれ、売上は前月比、前年同
月比とも増加した。また、8月の大雨による被災復興のための資
金調達の相談は１件に止まった。災害保険等で補填出来る程度の
もので、長期休業中の店舗はなかった。全国的にコロナの発生は
減少傾向に推移していることから、重点措置が9月末で解除され
た。このため、他県との人口の交流が多くなり、また、夜間での
多人数での飲食会食が頻繁化されれば、感染力が強い変異株が急
増する危険性があるため、新型コロナウイルス感染症対策の基本
を手抜きすることなく実施するよう全組合員に指導した。

　�　佐賀県の第三次応援金申請の受付が9月29日受付開始されたの
で、該当する組合員は、積極的に活用することを周知した。（9月）

　�　今月は新型コロナウイルス感染症の発生が少なく推移したこと
もあり、客足の回復傾向がみられ、売上は前月比、前年同月比と
も増加した。しかし、各店舗とも密にならない予約制を徹底して
いるため、現状維持の状況が当面続くものと思われる。また、ワ
クチン接種の進捗の高まり等により、全国的にコロナの発生は減
少傾向に推移している。このことから、他県との人口の交流が多
くなり、飲食会等が増加すれば、冠婚等での美容関係需要の期待
感はあるものの、新型コロナウイルス感染症の先行きの見通しは
不透明であり、感染症対策の基本を手抜きすることなく引き続き
実施するよう指導した。

　�　今月は、佐世保市から有田町への店舗移転に係る高額借入の相
談が１件あったが、新規創業の相談や設備更新・運転資金等の借
入相談はなく、前年に比べ資金需要は低調であった。（10月）

■唐津市旅館協同組合　理事長　松下隆義　氏
���　�　コロナ禍で前年よりも50%減少しています。「佐賀支え愛」復

活で、いくらか宿泊も多くなりました。（9月）
　�　前年はGo toキャンペーンで大変好調でしたが、今年はコロナ

禍で大きく減少しました。宿泊客も観光客も大きく減少していま
す。コロナの終息を願うばかりです。（10月）

■佐賀県ソフトウェア協同組合　事務局担当理事　森木　武　氏
　���　全国の緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置が10月より一斉

解除となった。自粛対応であった首都圏や緊急事態宣言地区等へ
の移動は緩和されたと思える。

　�　また、ワクチン接種状況も組合員企業内でもほぼ接種済の状況
となっており、今後の事業活動ができやすくなってくる。コロナ
対策は通常のこととして対応を図りながら、事業活動を前向きに
展開ができることを期待したい。（9月）

　�　コロナ感染症の状況は全国的に、また首都圏においても劇的な

感染減少となっており、経済活動の再開が期待されるところであ
る。会合等もなだらかに実施開催の方向をともなってきており、
営業活動もオンラインから訪問への動きも見えてきている。停滞
していた営業活動の再開を行い、今年度及び来年度以降へのビジ
ネスへ繋げてゆく状況となってきている。来年度予算も１２月まで
には公的機関はほぼ確定、また、民間企業も来年の１－２月まで
に来年度の予算確保の動きとなるため、この時期の営業活動は重
要なものと考えられる。会員各社においては、withコロナ対策を
充分に図りながら、円滑な事業活動へ戻ることが期待されている。

（10月）

■�佐賀県建設工業協同組合　常務理事　島内俊幸　氏
　���　令和３年９月の公共事業は、件数では前年同月比で2.4％の減、

前月比で5.1％の減、請負額では前年同月比5.1％の増、前月比
10.5％の減となっている。

　�　令和３年８月の住宅着工は、戸数では前年同月比は1.2％の増、
前月比で19.4％の減、請負額では前年同月比は67.2％の増、前
月比で34.0％の増となっている。（9月）

　�　令和３年10月の公共事業は、件数では前年同月比で10.9％の
減、前月比で7.0％の増、請負額では前年同月比98.5％の増、前
月比51.9％の増となっている。

　�　令和３年９月の住宅着工は、戸数では前年同月比は15.7％の増、
前月比で3.3％の減、請負額では前年同月比は27.1％の減、前月
比で31.9％の減となっている。（10月）

■協同組合佐賀県鉄構工業会　事務局長　大坪一徳　氏
　�＊業況…�手持工事量は平均2ヶ月、工場稼働率は平均80%となっ

ている。各社の工事量にバラツキが見られる。
　＊動向…�鋼材やボルトの納期が長期化しており、受注に影響が出

ている。工期が短い物件は材料等の入荷が長期になるた
め受注を控えることもある。

　＊問題点…�鋼材の高騰、納期の長期化は全国的な問題となってお
り、先行きに強い懸念が出ている。早急な対策が必要
である。（9月）

　＊業況…�手持工事量は１ヶ月～６ヶ月、工場稼働率は60％～
100％と、先月と変わりないが、企業間の格差が出てい
る。鋼材価格の高騰が継続しており厳しい状況である。

　＊動向…�組合員各社の動向は年明け以降の仕事量確保のめどが
立っていないところが多い。鋼材の高騰、納期の長期化
により、受注環境の悪化が影響しているのが原因。

　＊問題点…�鋼材の価格変動を見込んだ受注価格の設定や早期手配
が重要だが、受注価格への転嫁が思うように進まない。
ゼネコンや設計事務所に実情を周知することが必要。

（10月）

■佐賀県電気工事業工業組合　事務局長　山口光浩　氏
　�　各企業でそれなりに仕事量は持っているが、コロナ禍の影響で

まだまだ先行きが見えない状況が続くと予測される。（9月）　
　�　各企業ある程度の仕事量は持っているが、コロナ禍の影響でま

だまだ先行きが見えない状況が続くと予想される。（10月）

■佐賀東部管工事協同組合　事務局長　大串哲也　氏
　�　9月期の受注は前月期及び前年同期より増加しているが、令和

３年度上半期の受注は前年同期比21%減となっている。下半期に
例年並みの受注となり、工事量が増加すれば完工できるかが懸念
される。（9月）

　�　10月期の公共工事発注は前月期及び前年同期より減少してい
る。令和3年度10月期末までの合計受注額は27％の減となってい
る。今後の受注予想でも前年度の約20％減となる見込み。（10月）

■佐賀県貨物自動車事業協同組合　専務理事　大江孝文　氏
　���　荷動きは長距離、近距離ともに悪い。特に自動車メーカーの工

場稼働が著しく落ち込んでいる為、その関連の物流も大きな影響
を受けている。

　�　燃料単価も、原油価格の高騰で上昇傾向にあり、収益状況は依
然として厳しい状況である。（9月）　

　�　全体的に売上も伸び悩んでおり、組合員各社は荷主により荷動
きや燃料上昇局面での運賃の取り決め等、状況が大きく異なる。

　�　軽油価格も、前月比7円/ℓ、前年比30円/ℓ以上値上がりして
いる。今後も上昇傾向にあり、各社経費節減を行っているものの
厳しい状況である。（10月）
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　令和３年１１月１２日(金)、佐嘉神社記念館にて「２０２１年１０月登録申請開始！
　インボイス制度説明セミナー」を開催しました。講師には佐野税理士事務所の佐野康隆先生を
お招きし、電子帳簿保存法の改正とインボイス制度についてご講演いただきました。
　当日は感染予防対策を徹底し、96名の方にご参加いただきました。電子帳簿保存法の改正につ
いては、令和4年1月1日の施行を目前に、帳簿書類を電子的に保存する際の手続き等をインボイ
ス制度と併せてご説明いただきました。インボイス制度については、事業者の目線で売り手、買
い手のそれぞれの立場から、今後事業所がどのようにインボイス制度に対応していけばよいのか
等のアドバイスを交えてわかりやすくご説明いただきました。セミナー後のアンケートでは、イ
ンボイス制度そのものが難しいといった感想が多く寄せられましたが、「話についていけるか不安
だったが、わかりやすい説明で参加してよかった。」「興味深くあっという間の1時間半だった。今
後は自社としての対応をどのように進めていくか検討したい。」「制度が難しく、実務でこの場合ど
うかな？というところがたくさん出ると思うので、またセミナーを開いてほしい」などの感想を
いただきました。
　インボイス制度は令和5年10月１日から制度開始ですが、「適格請求書発行事業者」の登録受付
は令和3年10月からすでにスタートしています。すべての事業所に関係する制度であり、導入に
あたっては、税理士など専門家への相談などもご検討ください。少しずつ準備を進めて制度開始
に備えていきたいですね。 

　当セミナーは佐賀県中小企業団体中央会、佐賀県中小企業青年中央会、佐賀間税会、佐賀県商
工振興(協)、佐賀県商店街振興組合連合会が合同で開催したものです。ご参加いただいた皆様、あ
りがとうございました。

佐野先生によるご講演 多くの方にご参加いただき、注目の高さを感じます。

２０２１年１０月登録申請開始!
インボイス制度説明セミナー開催!!

(令和3年度諸制度改正に伴う専門家派遣等事業)　

組合
トピックス
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令和３年８月豪雨で被災された商工業者向け補助金の受付が開始されました

　佐賀県では、令和３年８月豪雨で被害を受けられた中小企業・小規模事業者等の施設・設備等
の復旧及び防災対策を支援するため、１１月１８日から下記補助金の受付を開始しました。

　詳細は、最寄りの商工会議所・商工会、または、佐賀県産業労働部産業政策課
� （TEL 0952-25-7182）にお問い合わせください。

１．佐賀型商工業者再建補助金
県内全域の被災商工業者が再建できるよう、必要な施設・設備等の復旧に要する費用を支援

復旧支援（施設、設備）
※令和３年８月豪雨による災害以降で、交付決定前に実施した復旧のための事業にも
遡及適用されます

中小企業・小規模事業者３／４、中堅企業１／２
３億円（※原形復旧費用から受取保険金を差し引いた額の範囲内）
※再度の被災、売上高２０％以上減少、既往災害復旧債務などの要件を満たす場合は、
１億円まで定額補助（10/10）
第１期：令和３年 11月 18日（木）～同年 12月 14日（火）
第２期：令和３年 12月 15日（水）～令和４年１月 14日（金）

補助内容

補 助 率

上 限 額

公募期間

２．佐賀型商工業者ＢＣＰ策定支援補助金
県内全域の被災商工業者のＢＣＰ策定を支援

ＢＣＰ（事業継続強化計画等）の策定の際に助言を受けた専門家（中小企業診断士等）
への謝金等を補助

中小企業・小規模事業者３／４、中堅企業１／２
75万円
第１期：令和３年 11月 18日（木）～同年 12月 14日（火）
第２期：令和３年 12月 15日（水）～令和４年１月 14日（金）

補助内容

補 助 率
上 限 額

公募期間

３．佐賀県事業継続力強化支援補助金（災害型）
県内全域の被災商工業者の防災対策を支援

令和3年 8月豪雨により被災した県内の中小企業、小規模事業者、中堅企業

県内の商工会議所及び商工会

防災対策を図るための設備投資費用を補助
（例：設備の嵩上げ、止水板の設置、排水ポンプの整備等）
２／３
200万円
令和３年 11月 18日（木）～同年 12月 28日（火）

①令和３年８月豪雨以前に災害対策を実施していた事業者
②令和３年８月豪雨以前に保険に加入していた事業者　※①・②はいずれか
③BCP（事業継続力強化計画等）を策定する事業者若しくは策定済の事業者
④この補助金で復旧した設備等について保険に加入する事業者 （小規模事業者は推奨）

補助内容

補 助 率
上 限 額
公募期間

補助対象者
補助事業者の
要 件

受 付 窓 口
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1時間（円）

８ ７ ０

８ ３ ９

７ ９ ３

作者：はこふぐ

TG学園
　貫入とは、初めから陶器に入っ
ている細かな傷の事であり、使っ
ていくうちに味わいが出てくるの
です。

①

③

②④

●令和3年度の特定（産業別）最低賃金につきましては現在審議中です。陶磁器・同関連製品製造
業については、令和3年10月6日以降、新たな陶磁器・同関連製品製造業の特定最低賃金が発効
するまでは、佐賀県最低賃金821円が適用されます。

●下記に掲げる者は、特定（産業別）最低賃金の適用から除外され佐賀県最低賃金の適用を受け
ます。①18歳未満又は65歳以上の者②雇入れ後6月未満の者であって、技能習得中の者③清掃
又は片付けの業務に主として従事する者

業　　　種

一 般 機 械 器 具 製 造 業 関 係

電 器 機 械 器 具 製 造 業 関 係

陶 磁 器 ・ 同 関 連 製 品 製 造 業

効力発生年月日

令和2年12月19日

令和2年12月17日

令和2年12月２日

最 低 賃 金 （業種別）

　令和4年10月から、従業
員数101人以上の企業に勤
める短時間労働者に対する
健康保険・厚生年金保険の
適用が拡大します。早めの
ご準備をお願いします。詳し
くは厚生労働省の「適用拡
大特設サイト」をチェック！

健康保険・厚生年金保険適用拡大
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組合活性化情報誌 　Link リンク　NO.248
令和３年11月30日発行

佐賀県中小企業団体中央会
〒840−0826　佐賀市白山2丁目1番12号

佐賀商工ビル6階
TEL.0952−23−4598   FAX.0952−29−6580

URL http://www.aile.or.jp　E−mail staff@aile.or.jp

　　　 これからの行事・イベント

◎2021サガ・ライトファンタジー
　毎年恒例の冬のイベントが今年もやってきました。美しいイルミネーションが佐賀市のシンボルロードを優しく照
らします。
日　　程：2021年11月２日（火）〜2022年１月10日（月） 
場　　所：佐賀市中央大通り（シンボルロード）
時　　間：17時〜24時
主　　催：サガ・ライトファンタジー実行委員会　TEL:0952-40-7104

◎大隈重信没後100年・鉄道開業150年特別展「陸蒸気を海に通せ！」
　明治のはじめ、新政府の開明派官僚であった大隈重信は日本初の鉄道敷設に挑みました。さまざまな困難に直面
しながらも、鉄道の将来性を信じて明治5年（1872）新橋～横浜間の鉄道開業を実現させた大隈の奮闘を紹介します。
日　　程：2021年11月12日（金）～2022年１月23日（日） 
場　　所：佐賀城本丸歴史館
時　　間：9時30分〜18時
主　　催：佐賀城本丸歴史館　TEL:0952-41-7550

◎佐賀県陶磁器工業協同組合　新春展示会
　業界関係者向けの有田焼新春展示会の開催です。
日　　程：2022年１月12日（水）〜2022年１月13日（木） 
場　　所：炎の博記念堂 
問 合 先：佐賀県陶磁器工業協同組合　TEL:0955-42-3164

◎中小企業組合トップセミナー
　毎年嬉野市で開催している本セミナーですが、今年度は佐賀市で開催致します。皆様ぜひご参加ください。
日　　時：2022年1月12日（水）　15時～16時30分
場　　所：佐賀市与賀町「ホテルニューオータニ佐賀」
参 加 費：無料
テ ー マ：コロナ禍のこれからと、変わるもの、変わらないもの
講　　師：藻谷浩介氏
主　　催：佐賀県中小企業団体中央会　TEL:0952-23-4598

　組合や組合員企業で行うイベントや行事など、県一円に広く告知したいものがありまし

たら中央会総務部までご一報ください！

　令和５年10月１日から、消費税の仕入税額控除の方式としてイン
ボイス制度が開始されるのに伴い、いよいよ、令和3年10月1日から
インボイス制度の「適格請求書発行事業者」になるための登録申請
の受け付けが開始されました。適格請求書（インボイス）を発行でき
るのは、令和5年3月31日までに登録申請書を提出した「適格請求書
発行事業者」に限られます。あと1年数カ月の間に、各々の事業内容
に応じて、登録申請するかどうかを検討する必要がありますね。先
日、本会で開催した説明会には約90名の方々にご参加いただき、皆
さんの関心は高いと再認識しました。
　さて、コロナ発生から約2年が経とうとしており、やっと全国の感
染者数が2桁になる日も増えてきて落ち着きを見せてきていますが、
海外ではまた新たな変異株も出てきていて日本でも予断を許さない
状況となっています。はやく自由にみんなが集まることができるよう
になりたいですね。(TN)

中央会職員コラム

※新型コロナの状況に応じて変更や中止等もございますので、詳細は各開催元にお問い合わせください。
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佐賀県火災共済の“各種共済制度”

〒840-0826 佐賀市白山2-1-12　佐賀商工ビル6F
TEL 0952-24-6984　FAX 0952-24-6907

お問合せ・お申し込みは　佐賀県中小企業団体中央会

佐賀県火災共済協同組合

建物が燃えた

台風で瓦が
飛んだ

土砂崩れで家が
全壊した

歩行者にけが
をさせた

他人の車に
衝突した

けがで就業
不能になった

従業員が
けがをした

事故による休業で
売り上げが減った

＊１（共同元受）佐賀県火災共済共同組合・全日本火災共済協同組合連合会　　＊２（元受団体）全日本火災共済協同組合連合会

に関する共済 事故で搭乗者
がケガをした

病気で入院した

仕事中にけが
をした

料理中にやけど
をした

　総務省の統計によると、平成２９年の総出火件数は３万９，３７３件で、単純計算で
１日につき約１０８件の火災が発生しております（前年対比２，５４２件増加）。また、
平成３０年の西日本豪雨を代表に、近年、甚大な被害をもたらす広域災害が多数発生し、
個人・企業財産の損害リスクに備える共済（保険）の重要性が高まっております。
　火災共済では、火事で家が燃えてしまったときの補償はもちろん、台風で屋根が
飛ばされてしまった場合などの“風災”による損害や、洪水で床上浸水した場合などの
“水害”などの自然災害による損害や、窓を割られて空き巣に入られたときの“盗難”な
どの日常生活における事故も補償します。

火災や自然災害等によって、建物や家財・什器備品等に被害を受け、その損害額が数百万、数千万単位になってしまう事も珍
しくはありません。当組合では、これらの損害リスクを補償する共済をご用意しておりますので、お気軽にお問合せ・ご相談
ください。

『火災共済』
～建物に関するリスクに備える～

建物が燃えてしまった 豪雨による土砂崩れで家が全壊した台風で屋根が飛んだ 水濡れが起きた

今月の
PICK UP!

今月の
PICK UP!

本文書は共済制度の概要について記載した案内文書です。詳細につきましては、組合または取扱代理所へお問い合わせください。
なお、共済金をお支払いできない場合等につきましては普通・総合・新総合火災共済約款、および普通・総合・総合火災共済パンフレットをご覧ください。

２０１９年４月１日以降用

個人・企業の
財産

に関する共済
（建物・家財・設備什器等）

◦火災共済＊1

自動車

◦自動車総合共済
◦自動車事故費用共済

＊2

病気やけが
に関する共済

◦医療総合保障共済
◦傷害総合保障共済
◦生命傷害共済
◦交通事故傷害共済

＊2

＊2

＊2

企業・経営者の備え
に関する共済

◦労働災害補償共済
◦�中小企業者�
総合賠償責任共済
◦所得補償共済
◦休業補償共済
◦休業対応応援共済

＊2

＊2
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